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５章　野菜類

インゲン　英名：Common bean　分類：マメ科インゲンマメ属に属する野菜
　学名：Phaseolus vulgaris L.

・��原産地：メキシコ南部・中央アメリカが原産地と推定されているが、原種や野生種はまだ
発見されておらず、植物的起源は不明な点が多い。
・温度適応性：比較的温暖な気候を好む。
・発芽適温：最適温度 20 ～ 30℃。最低温度 15℃、最高温度 35℃。
・�生育適温：15 ～ 25℃。栽培可能な気温の範囲は 10 ～ 30℃で、10℃以下では生育が停滞し、
2℃以下になると葉の一部または全部が茶褐色に損傷する。
・光適応性：比較的強い光を好み、十分な日照が必要である。
・�土壌適応性：土壌の適応範囲は広い。排水性がよく作土の深い肥沃な埴壌土で最も良好な
生育を示す。水の停滞しやすい圃場では、根腐れや土壌病害が発生しやすい。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（pH6.0 ～ 6.5）。pH5.0 以下の酸性土壌は不適である。
・�花芽分化と抽苔：日長に鈍感な中間性の品種が多く、つる性種は、4～ 8節の本葉基部から、
わい性種は、主枝 5～ 7 節のところから花芽分化する。晩生種は短日で若干花芽分化が促
進される。つる性種は草丈 1.5 ～ 3m以上になり、わい性種は草丈 50 ～ 80cmである。

・作型別栽培方法
（１）�促成栽培：加温施設を使い、早春～4月頃に収穫する作型。最低夜温14℃程度が必要になる。
（２）�早熟栽培：トンネルを使用し晩霜の心配がなくなってから作付け、初夏から秋にかけて収

穫する。30℃以上の高温が続くと落花が多くなるため、盛夏期の栽培は冷涼地な地域が適
している。

（３）普通栽培：最も生育良好な時期。直まき栽培と移植栽培の 2通りの栽培方法がある。
（４）抑制栽培：秋以降に収穫する作型で低温短日の時期に向かうため、収量は少なくなる。


